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ダ
ッ
ト
サ
ン
寄
贈
に
寄
せ
て

特集 1　豊洲キャンパス本部棟竣工記念

2022 年 4 月 21 日、竣工式が開か
れた豊洲キャンパス本部棟。そこに 9
月から常設展示が予定されているダッ
トサン セダン 16 型（1937 年式）を
寄贈するのが、卒業生で全日本ダット
サン会会長の佐々木徳治郎さんです。
長く自動車業界で活躍する佐々木さん
に、クルマ文化への想いや大学時代
の思い出を伺いました。

自
動
車
と
は
工
業
製
品
の
粋
で
あ
り
、
１
世
紀

前
の
大
量
生
産
開
始
以
来
、
そ
の
普
及
と
発
展
が

社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
今

般
、
ダ
ッ
ト
サ
ン 

セ
ダ
ン
16
型
を
母
校
に
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
貴
重
な
ク
ル
マ
遺
産

を
1
人
で
も
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
で
す
。
ダ
ッ
ト
サ
ン
は
か
つ
て
小

型
乗
用
車
の
代
名
詞
と
も
さ
れ
た
車
種
。
寄
贈
車

は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
基
礎
の
基
礎
と
も
い
え
る
構
造

を
し
て
お
り
、
母
校
に
展
示
し
て
い
た
だ
け
て
こ

ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
は
地
方
の
農
家
の
出
身
で
、
子
ど
も
の

頃
は
自
動
車
を
身
近
に
見
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動
車
を
運
転
す
る
な
ど
夢

の
ま
た
夢
で
し
た
が
、
芝
浦
工
大
に
入
学
し
た

１
９
６
０
年
代
に
は
日
本
も
本
格
的
な
マ
イ
カ
ー

時
代
を
迎
え
て
お
り
、「
こ
れ
か
ら
は
ク
ル
マ
社

会
。
学
ぶ
な
ら
自
動
車
工
学
だ
！
」
と
考
え
、
運

転
免
許
も
な
い
の
に
自
動
車
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
入
部
後
す
ぐ
、
大
学
近
く
の
自
動
車
教
習
所

で
免
許
を
取
得
。
部
が
保
有
し
て
い
た
ダ
ッ
ト
サ

ン
で
熟
練
の
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
、
１
週
間
の

合
宿
へ
。
そ
こ
で
ダ
ッ
ト
サ
ン
で
走
っ
て
は
修
理

す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
い

一
時
代
を
築
い
た
ク
ル
マ
・

ダ
ッ
ト
サ
ン
を
寄
贈

自
動
車
の
素
晴
ら
し
さ
・

ク
ル
マ
文
化
の
奥
深
さ
を

後
世
に
伝
え
た
い
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い
に
な
り
ま
し
た
。

社
業
の
か
た
わ
ら
、
１
９
８
５
年
に
は
全
日
本

ダ
ッ
ト
サ
ン
会
を
設
立
し
、
全
国
の
ダ
ッ
ト
サ
ン

愛
好
者
と
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
会
発
足
の
２
年

後
、
日
本
テ
レ
ビ
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
ン
レ
ー
ス
に
参
戦
し
た
こ
と

も
印
象
的
な
出
来
事
で
し
た
。
グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ

カ
ン
レ
ー
ス
と
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
フ
ロ

リ
ダ
ま
で
北
米
大
陸
を
約
６
０
０
０
k
m
走
破

す
る
も
の
。
１
９
３
６
年
以
前
登
録
の
ヒ
ス
ト

リ
ッ
ク
カ
ー
で
の
参
加
が
条
件
だ
っ
た
た
め
、
戦

前
の
レ
ー
ス
カ
ー
・
ダ
ッ
ト
サ
ン
レ
ー
サ
ー
を
復

刻
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
物
は

す
べ
て
戦
争
で
焼
け
て
残
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
の

雑
誌
や
図
面
を
参
考
に
、
古
い
ダ
ッ
ト
サ
ン
２
台

の
フ
レ
ー
ム
や
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
３
カ
月
か
け
て
創
り
上
げ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
12
日
間
。
ア
リ
ゾ
ナ
の
砂
漠
で
車
が

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
熱
水

が
１
ｍ
ぐ
ら
い
吹
き
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
靴
底
が
溶
け
る
ほ
ど
灼
熱
の
砂
漠
を
経
験
す

る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
遠
く
に
あ
る
水
の
匂
い

が
分
か
る
よ
う
に
。
さ
ら
に
毎
日
ゴ
ー
ル
す
る
た

び
に
町
を
挙
げ
て
の
大
パ
ー
テ
ィ
で
現
地
の
人
々

と
ク
ル
マ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
の
ク
ル
マ
文
化
の
壮
大
さ
を
知
る
、
ま
た
と

な
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
全
日
本
ダ
ッ
ト
サ
ン
会
に
は
約
２
６
０

名
の
会
員
さ
ん
が
在
籍
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
や

交
流
会
の
開
催
な
ど
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
う

れ
し
い
こ
と
に
父
兄
と
と
も
に
参
加
さ
れ
る
小
中

学
生
も
増
え
て
お
り
、
旧
車
フ
ァ
ン
の
底
上
げ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。
全
日
本
ダ
ッ

ト
サ
ン
会
、
そ
し
て
私
の
使
命
は
「
１
台
で
も
多

く
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
動
態
保
存
す
る
」
こ
と
。
た
だ

展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
動
け
る
ク
ル
マ
を
増
や

し
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
。
ク
ル
マ
と
は
エ

ン
ジ
ン
が
動
き
、
そ
の
音
や
振
動
を
感
じ
る
だ
け

で
も
人
を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
す
。
ひ
と
つ
の
時

代
を
担
っ
た
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
、
今
後
は
本
部
棟
で

工
学
を
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、

貴
重
な
機
械
遺
産
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

備
振
興
会
の
講
師
も
兼
任
。
こ
の
と
き
、
大
学
で

教
員
免
許
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
が
大
変
役
に
立

ち
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
は
株
式
会
社
サ
フ
ァ

リ
モ
ー
タ
ー
ス
を
設
立
。
会
社
員
時
代
か
ら
日
産

自
動
車
の
関
係
者
の
方
々
と
の
お
つ
き
あ
い
が

あ
っ
た
た
め
、
役
員
車
・
広
報
車
・
展
示
車
・
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
車
な
ど
の
登
録
や
整
備
な
ど
を
任
せ

て
い
た
だ
き
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
石
原
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
映
画
『
栄
光
へ
の
５
０
０
０
キ

ロ
』
や
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
『
西
部
警
察
』
で
扱
う
自
動

車
の
調
達
・
登
録
・
整
備
を
担
当
す
る
な
ど
、
時

代
を
象
徴
す
る
仕
事
も
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
ま
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
も
含
め
て
約

５
０
０
台
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
任
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
会
社
経
営
は
順
風
満
帆
な
と
き
ば

か
り
で
は
な
く
、
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
は
売
上
が
９
割
減
に
な
る
危
機
も
あ

り
ま
し
た
。
先
行
き
に
悩
ん
で
い
た
と
き
、
社
用

車
２
０
０
台
の
整
備
を
任
せ
て
く
だ
さ
る
会
社
が

現
れ
た
の
で
す
が
、
同
時
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の

廃
油
を
利
用
し
た
ス
ト
ー
ブ
の
耐
久
実
験
も
受

注
。
1
年
間
社
内
で
実
験
を
続
け
て
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
大
学
で
学
ん
だ

デ
ー
タ
の
取
り
方
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
が
大
変

役
に
立
ち
、「
芝
浦
工
大
は
ま
さ
に
自
分
の
た
め

の
学
校
だ
っ
た
！
」
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

全
日
本
ダ
ッ
ト
サ
ン
会
の
使
命
は

「
1
台
で
も
多
く
動
態
保
存
す
る
」こ
と

き
ま
し
た
。
当
時
の
先
輩
の
言
葉
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
、「
自
動
車
整
備
は
推
理
だ
」。
異
音

に
気
付
く
と
車
体
に
聴
診
器
を
当
て
、
異
常
箇
所

を
的
確
に
察
知
す
る
先
輩
の
姿
に
、
整
備
の
楽
し

さ
・
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に
北

海
道
や
九
州
に
遠
征
し
、
道
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
丸

ご
と
入
れ
替
え
た
こ
と
も
い
い
思
い
出
で
す
。

卒
業
時
に
は
「
将
来
は
修
理
工
場
を
経
営
し
た

い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ー
カ
ー
で
は
な

く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
民
間
自
動
車
整
備
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。
修

行
の
か
た
わ
ら
、
二
級
整
備
士
の
資
格
や
職
業
訓

練
指
導
員
の
免
許
を
取
得
し
、
東
京
都
自
動
車
整

修
理
工
場
を
経
営
し
て
50
年

大
学
時
代
の
学
び
が
活
き
る

グレートアメリカンレース参加の様子寄贈予定のダットサン セダン 16 型（1937 年式）
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佐々木 徳治郎さん

機械工学科　
1965 年卒業
全日本ダットサン会会長

大学在籍中の自動車部　北海道・九州遠征

福川 光男　1965 年　機械工学科卒業

鹿島道路株式会社常務取締役など歴任。自動車性能実験の
テストコース建設に貢献。

福井 武温　1966 年　電気工学科卒業

関電工株式会社で地下ケーブル敷設に貢献。

池上 紘一　1966 年　機械工学科卒業

電線加工にて社会貢献。

小野寺 為宇三　1967 年　機械工学科卒業

梱包業界にて社会貢献。

［ 遠征参加メンバー ］



２
０
２
１
年
度

芝
浦
工
業
大
学
学
位
記
授
与
式

月
17
日
、
学
位
記
授
与
式
が
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
行
さ
れ
、
学
部
・
大

学
院
を
合
わ
せ
て
2,
3
9
3
人
が
新
た
な
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
各
学
部
、
専
攻
の
総
代
が
壇
上
に

上
が
り
学
位
記
を
授
与
さ
れ
、「
創
立
者
有
元
史

郎
記
念
賞
」「
学
長
賞
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）」
な
ど
在

学
中
に
顕
著
な
活
躍
を
し
た
学
生
の
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
山
田
純
学
長
に
よ
る
学
長
告
辞
で
は
「
こ
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
経
験
し
た
『
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で

は
い
け
な
い
』
と
い
う
経
験
を
決
し
て
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
、
そ

し
て
「
ゆ
で
ガ
エ
ル
」
理
論
に
触
れ
て
「
み
な
さ

ん
に
は
決
し
て
ゆ
で
ガ
エ
ル
に
な
っ
て
欲
し
く
な

い
。
ま
ず
社
会
に
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
く

す
ぶ
り
始
め
た
問
題
の
火
種
に
気
付
き
、
周
囲
の

人
と
解
決
策
を
見
出
す
た
め
に
勇
気
を
も
っ
て
行

動
に
移
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
見
健
夫
理
事
長
に
よ
る
式
辞
で
は
「
皆
さ
ん

は
い
ま
、
自
立
に
向
け
た
出
発
点
に
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
人
生
の
始
ま
り
で
す
。

大
学
時
代
、
勉
強
も
含
め
て
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
は
努
力
に

よ
っ
て
開
け
ま
す
」
と
エ
ー
ル
の
言
葉
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
恩
師
や
共
に
大
学
時
代
を
過
ご

し
た
友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
卒
業
生
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
卒
業
生
た
ち
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
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２
０
２
２
年
度

芝
浦
工
業
大
学
入
学
式

芝浦工業大学附属中学高等学校

中学校 152人
高等学校 225人

芝浦工業大学柏中学高等学校

中学校 193人
高等学校 285人

3 月卒業者数・修了者数

大学院理工学研究科博士（後期）課程 15人
論文博士 2人
大学院理工学研究科修士課程 475人
工学部 1,001人
システム理工学部 504人
デザイン工学部 161人
建築学部 235人
修了者・卒業者総数 2,393人

（2022 年 3 月末時点）（2022 年 4 月 2 日時点）

私は幼い頃から車が大好きでした。大学に入学し、自
動車部に入部しましたが、当時の自動車部は不祥事が重
なってしまい、大会に出るどころか廃部寸前の状態でした。

モータースポーツは非常にお金のかかるスポーツで
す。メンテナンスやパーツの購入などを考えると、当時の
予算ではまともに活動することは不可能でした。そこで、
自ら PowerPoint などで資料を作成し、菓子折りを持っ
て車のパーツを製造する会社へ、パーツ供給などスポン
サーの依頼をしに回りました。

その甲斐もあり、2018 年に公式戦へ復帰。2019 年に
はジムカーナ競技の全国大会である全日本学生ジムカー
ナで個人優勝、男子団体で準優勝することができまし
た。チームのメンバーを信頼していたので、出場にあたり
不安はまったくなく、最高のコンディションで大会に挑め
たことを覚えています。

車は非常に日常的な機械ですが、製作や販売など、た
くさんの人の思いが集結してできています。モノの中でも、
「愛車」という言葉があるくらい人々から愛されているの
は車くらいだと私は思います。4 月から自動車の部品を取
り扱うメーカーで開発の仕事をするので、今度は異なった
かたちで車に関われる
ことが楽しみです。

2019 年全日本学生ジムカー
ナ個人優勝・団体準優勝記
念写真

青春の日 を々胸に、新たなステージへ進む卒業生たち。芝浦工業大学での日々は、
彼らにどのような影響を与えたのでしょうか。学生生活への思いを語ってもらいました。

高校時代にあまり勉強しなかったことを後悔していたの
で、大学生活ではたくさん勉強したいと思っていました。そ
こで入学時に、「TOEIC で 630 点を取得すること」、「英
語を話せるようになること」、「学科順位 10 位以内に入るこ
と」の、3 つの目標を立てました。

まずは生きた英語を習得しようと、スキマ時間に新宿駅な
どで道に迷っている外国人に声をかけ、道案内することを
始めました。この取り組みは約 3 年間、毎日のように行いま
した。感激してくれる人も多く、Facebook でつながって食
事をしたり、チェキで写真を 2 枚印刷してくれて、1 枚を記
念にくれたりしました。このときの写真はいまも私の宝物です。

並行して、大学のグローバル PBLプログラムを利用して、
ベトナム、タイ、台湾に短期留学に行きました。お互いノン
ネイティブでしたが、アジアの学生は何とかして意図を伝え
ようと熱意をもって接してくれました。その姿に、完璧な英
語を話すことに囚われて消極的になりがちではいけないと、
強い刺激を受けました。

最終的に、TOEIC は 880 点を獲得し、学科順位も 6
位に入ることができました。外国人に対して物怖じせずに英
会話ができるようにもなりました。大学生活を通じて、目標
を立てて努力すると、
人生に彩りが出ること
も学びました。これか
らも目標を持つことを
大切に、前進していこ
うと思います。

記念にもらったチェキ

芝浦工業大学入学者数 芝浦工業大学附属中学高等学校 芝浦工業大学柏中学高等学校

学部

工学部 1,088人

システム理工学部 492人

デザイン工学部 183人

建築学部 270人

大学院理工学研究科
修士課程 706人

博士（後期）課程 15人

合計 2,754人

中学校 165人

高等学校 230人

中学校 201人

高等学校 332人

月
2
日
、
2
0
2
2
年
度
芝
浦

工
業
大
学
入
学
式
が
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
学

部
、
大
学
院
を
合
わ
せ
て
2,
7
5
4
名
の

新
入
生
が
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　
山
田
学
長
は
告
辞
で
「
次
に
来
る
社
会
で

は
、
間
違
い
な
く
I
C
T
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
う
ま
く
活
用
で
き
た
と
こ
ろ
が
生
き
残

る
。
国
際
化
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
在
学
中
に
語
学
を
含

め
て
デ
ジ
タ
ル
を
使
い
こ
な
せ
る
ス
キ
ル
を

身
に
着
け
て
ほ
し
い
。
今
年
度
か
ら
ど
の
学

科
で
も
学
べ
る
よ
う
に
新
設
し
た
情
報
科
目

を
、
是
非
受
講
し
て
ほ
し
い
」
と
、
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
の
習
得
の
必
要
性
を
説
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
社
会
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た

め
に
も
、
社
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
積
極
的
に
試
し
て
ほ
し
い
。そ
れ
こ
そ
が
、

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る『
社
会
に
学
び
、

社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
』
に
通
じ

る
」
と
、 

社
会
の
動
き
を
敏
感
に
察
知
し
、

社
会
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
感
じ
取
る

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
、
新
た
な
大
学
生
活

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鈴
見
理
事
長
に
よ
る
式
辞
と
山

田
学
長
に
よ
る
芝
浦
工
業
大
学
の
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
と
し
て
の
使
命
」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
入
生
は
大
学
の

取
り
組
み
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。〝
芝
浦
工
業
大
学
校
友
会 Presents 

東

京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー

ト
〟
で
は
、
ワ
ル
ツ
「
春
の
声
」、「
ド
ラ
ゴ

ン
ク
エ
ス
ト
XI 

序
曲
」、「
威
風
堂
々
」
等

の
演
奏
に
よ
り
、
華
や
か
で
贅
沢
な
門
出
の

祝
い
と
な
り
ま
し
た
。

4

東京フィルハーモニー交響楽団
指揮：角田 鋼亮
山田耕筰：芝浦工業大学　校歌
J. シュトラウスⅡ：ワルツ「春の声」
すぎやまこういち：

「ドラゴンクエストXI 」より“ 序曲 ”
ワーグナー：楽劇「ワルキューレ」より
“ワルキューレの騎行 ”
レハール：喜歌劇「メリーウィドウ」より
“ヴィリアの歌 ” “ 唇は黙して”
エルガー：行進曲「威風堂々」第１番
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卒業生の声

高橋 響さん

電子工学科卒業
自動車部品メーカー就職

全日本学生ジムカーナで個人優勝！
廃部寸前の自動車部を立て直したエース主将

卒業生の声

中村 伶さん

電気電子情報工学専攻修了
半導体メーカー就職

TOEIC880 点を達成
外国人の道案内で、生きた英語を習得！
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情報技術と体育教育の
幸福な出会いがもたらすもの

SIT Academic Column

バーチャルな空間の中で、選手同士がエナジーボールを放ち、ポイントを競い合う。これまでのスポーツとは一
線を画す、ＡＲ（拡張現実）スポーツ「HADO」を、芝浦工業大学では日本の大学として初めて体育科目の
授業に導入した。単に新しいスポーツに触れてみようという試みではない。情報技術を活用した体育教育の
可能性の追求、さらにその先には、大学教育の新たなスタイルを模索する、教員たちの革新的な挑戦がある。

格
、
年
齢
や
性
別
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

誰
も
が
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
競
い
合
え
る
競
技
性
が
、

幅
広
い
層
か
ら
の
人
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
４
月
、
芝
浦
工
業
大
学
で
は
最
先

端
の
A
R
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
の

「
H
A
D
O
」
を
、
日
本
の
大
学
と
し
て
初
め
て
体

育
科
目
の
授
業
に
導
入
し
た
。
一
見
、
次
代
の
流
行

を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
に
も
見
え
る

が
、
そ
の
実
、
導
入
の
背
景
に
は
情
報
工
学
と
融
合

し
た
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
創
出
や
体
育
教
育
に
お

け
る
情
報
技
術
の
活
用
な
ど
、
情
報
工
学
・
体
育

教
育
の
双
方
か
ら
新
た
な
教
育
の
在
り
方
を
探
究

す
る
試
み
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
先
導
す
る
の
が
、
工
学
部
情
報
工
学
科

で
体
育
教
育
を
担
う
石
﨑
聡
之
教
授
、
情
報
工
学

分
野
の
研
究
を
手
掛
け
る
井
尻
敬
准
教
授
と
真
鍋

宏
幸
教
授
で
あ
る
。

「
世
の
中
が
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
体
育
の
授
業
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
と
い

う
葛
藤
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
石
﨑
教

授
。
G
P
S
や
画
像
解
析
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
ゲ
ー
ム
分
析
な
ど
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
元
来
情
報
技
術
の
活
用
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

振
り
か
ぶ
っ
た
腕
の
先
か
ら
放
た
れ
る
光
の
玉

（
エ
ナ
ジ
ー
ボ
ー
ル
）。
お
互
い
の
攻
撃
を
か
わ
し
、

と
き
に
光
の
壁
（
シ
ー
ル
ド
）
を
つ
く
っ
て
攻
撃
を

防
ぎ
な
が
ら
、
相
手
を
狙
い
す
ま
し
ラ
イ
フ
を
削
り

合
う
。
子
ど
も
の
頃
に
ア
ニ
メ
や
映
画
で
一
度
は
目

に
し
て
憧
れ
た
世
界
の
よ
う
だ
が
、
決
し
て
こ
れ
は

モ
ニ
タ
ー
や
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
進
化
す
る
A
R
（
拡
張
現
実
）

技
術
を
活
用
し
た
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
と

呼
ば
れ
る
「
H
A
D
O
」
で
あ
る
。

株
式
会
社m

eleap

が
開
発
し
た
A
R
ス
ポ
ー

ツ
「
H
A
D
O
」
は
２
０
１
６
年
の
発
表
以
来
、
世

界
的
に
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
２
０
２
２
年

現
在
、
36
カ
国
以
上
の
国
で
プ
レ
イ
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
体
験
者
は
全
世
界
で
２
１
０
万
人
以
上
に

及
ぶ
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
頭
に
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
、
腕
に
ア
ー
ム
セ
ン
サ
を
装
着
し
、
仮
想

現
実
の
競
技
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
参
加
。
３
対
３
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
エ
ナ
ジ
ー
ボ
ー
ル
を
相
手
の
体
に
ぶ

つ
け
る
こ
と
で
獲
得
で
き
る
得
点
を
競
い
合
う
。
エ

ナ
ジ
ー
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
や
大
き
さ
、
つ
く
れ
る

シ
ー
ル
ド
の
数
な
ど
、
自
身
の
能
力
を
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
で
き
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
運
動
能
力
や
体

ま
る
で
ア
ニ
メ
の
世
界
観
を

現
実
に
す
る
A
R
ス
ポ
ー
ツ

SIT Academic Column 情報技術と体育教育の幸福な出会いがもたらすもの

情
報
技
術
の
活
用
は

体
育
の
授
業
を
変
え
る
か
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専門はユーザインタフェース、ヒューマン・イ
ンタラクション、AR、VR。2001年東京工業
大学総合理工学研究科物理情報システム創
造専攻修士課程修了。株式会社 NTTドコ
モに入社し、先進技術研究所等で研究活動
に従事。2015 年東京工業大学情報理工学
研究科情報環境学専攻博士後期課程修了。
2019 年芝浦工業大学工学部情報工学科准
教授を経て、2022 年より現職。博士（工学）。

専門は運動生理学、スポーツ方法学。1998
年順天堂大学大学院体育学研究科修士
課程修了、2005 年同大学院スポーツ健康
科学研究科博士後期課程単位取得満期退
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授を経て、2021年より現職。日本フットボー
ル学会理事。

負
荷
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
お
互
い
を
尊
重

す
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か

ど
う
か
、
そ
し
て
真
鍋
教
授
は
競
技
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
、
情
報
工
学
分
野
に
つ
な
が
る
気
付
き
を
得

ら
れ
る
か
、と
い
っ
た
点
を
注
視
し
て
い
た
と
い
う
。

い
ま
や
情
報
技
術
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
領
域
で
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
分
析
を
中
心
に
、
高
い
存
在

感
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
競
技
そ
の
も
の

が
情
報
技
術
を
土
台
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は

ま
だ
少
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
H
A
D
O
」
を
体
験

す
る
こ
と
は
、
体
育
科
目
と
し
て
の
意
味
合
い
の
み

な
ら
ず
、
情
報
工
学
の
学
び
と
し
て
も
得
る
も
の
が

非
常
に
大
き
い
。

「
こ
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い
、
こ
ん
な
ゲ
ー

ム
を
つ
く
り
た
い
、
と
い
っ
た
考
え
と
同
様
に
、
学

生
た
ち
に
は
「
H
A
D
O
」
を
体
験
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
情
報
技
術
の
新
し
い
活
用
方
法
に
気

付
い
て
ほ
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
日
々
の
生
活
に
身
近

な
存
在
で
あ
り
、
自
ら
の
体
で
体
験
で
き
る
も
の
。

自
分
な
ら
ば
情
報
技
術
を
活
用
し
て
こ
ん
な
競
技

を
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い
っ
た
発
想
や
意
欲
を
育
む

こ
と
が
、
情
報
工
学
の
活
用
領
域
を
広
げ
る
機
会

創
出
に
な
る
は
ず
。
何
よ
り
学
生
た
ち
が
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
真
鍋
教
授
）

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、「
H
A
D
O
」
は
工
学

部
・
建
築
学
部
の
選
択
科
目
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス・ス
ポ
ー

ツ
」
内
で
取
り
組
む
い
く
つ
か
の
競
技
の
ひ
と
つ
と

し
て
導
入
さ
れ
る
。
ま
ず
は
学
生
の
反
応
や
授
業
と

し
て
の
成
果
を
見
据
え
な
が
ら
、
と
２
人
は
口
を
揃

え
る
が
、
そ
の
先
に
は
工
学
部
の
２
０
２
４
年
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
や
課
程
制
の
導
入
を
踏
ま
え
た
、

主
体
的
で
実
践
的
な
授
業
を
目
指
し
て
い
る
。

「
情
報
工
学
分
野
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

発
想
の
も
と
、
た
と
え
ば
学
生
自
身
が
考
え
た
競

技
を
体
育
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
す
。
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
授
業
で
実
践
し
、

受
講
生
の
反
応
を
踏
ま
え
て
、
発
案
者
が
競
技
の

精
度
を
高
め
て
い
く
。
学
生
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル

ド
を
重
ね
て
い
く
舞
台
を
授
業
と
し
て
提
供
で
き

れ
ば
、
そ
れ
以
上
に
実
践
的
な
学
び
は
な
い
は
ず
で

す
」（
石
﨑
教
授
）

「
課
程
制
が
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
３
年
次
か
ら
長
い

ス
パ
ン
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
め
る
環
境
が
実
現

し
ま
す
。
半
年
間
で
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
、
半
年
間

で
そ
の
実
践
・
検
証
を
行
う
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
形

に
し
て
発
表
し
て
終
わ
り
、
と
い
う
従
前
と
し
た
学

生
の
研
究
の
在
り
方
で
は
な
く
、
検
証
し
改
善
す

る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
叶
え
て
い
き
た
い
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
」（
真
鍋

教
授
）

両
氏
が
描
く
青
写
真
は
、
体
育
科
目
の
授
業
や

情
報
工
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
修
と
い
う
枠
組
み

を
超
え
、
冒
頭
に
示
し
た
「
情
報
工
学
・
体
育
教
育

の
双
方
か
ら
新
た
な
教
育
の
在
り
方
を
探
究
す
る
試

み
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
培
わ
れ
る
主
体
性
や
実
践
力

は
、
ま
さ
に
芝
浦
工
業
大
学
が
掲
げ
る
『
社
会
に
学

び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
』
と
い
う
建

学
の
精
神
を
体
現
す
る
も
の
。「
A
R
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
み
て
、
楽
し
か
っ
た
」
で
は
な
く
、
そ
れ
が

大
学
教
育
と
し
て
の
成
果
に
つ
な
が
る
エ
ビ
デ
ン
ス

を
こ
れ
か
ら
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
語
る
両
氏
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
、
大
学
教
育
の
未
来
形
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

が
、
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
き
か
っ
け
と
な
っ
た
の

が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
育
授
業
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
登
校
が
制
限
さ
れ
る
中
、
石
﨑
教
授
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
活
用
し
、
画
面
を

通
じ
て
学
生
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
授
業
を
行
っ
て

い
た
。「
新
た
な
様
式
の
中
で
悩
み
な
が
ら
授
業
ス

タ
イ
ル
を
模
索
す
る
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
出
席
率
や
参
加
意
欲
に

良
い
効
果
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
情
報
技
術
を
活

用
す
れ
ば
、
芝
浦
工
業
大
学
ら
し
さ
も
あ
る
新
し
く

て
お
も
し
ろ
い
授
業
を
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
旧

態
依
然
と
し
た
体
育
の
授
業
を
変
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
考
え
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
」

で
は
、
情
報
技
術
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
新
し
い
体

育
の
授
業
が
実
現
で
き
る
の
か
。
技
術
的
な
視
点

を
含
め
て
考
え
る
べ
く
、
石
﨑
教
授
が
相
談
を
持
ち

掛
け
た
の
が
、
画
像
処
理
や
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
、
そ
し
て
A
R
や
V
R
の
分
野
に
長
け
た
井
尻

准
教
授
と
真
鍋
教
授
だ
っ
た
。
授
業
の
合
間
の
雑

談
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
話
し
合
い
は
、
具
体
的
な
授

業
構
想
へ
と
つ
な
が
り
、
専
門
領
域
の
垣
根
を
超
え

た
中
長
期
的
な
計
画
性
を
帯
び
た
教
育
の
探
究
へ

と
発
展
し
て
い
く
。
そ
し
て
３
人
は
先
進
的
な
Ａ
Ｒ

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
「
H
A
D
O
」

に
着
目
。
実
際
に
競
技
を
体
験
し
た
際
に
は
、
石

﨑
教
授
は
授
業
に
導
入
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
適
正
な

真鍋 宏幸 教授
工学部 情報工学科

石﨑 聡之 教授
工学部 情報工学科

profile profile

主
体
性
と
実
践
力
を
高
め
る

新
た
な
教
育
を
目
指
し
て

SIT Academic Column 情報技術と体育教育の幸福な出会いがもたらすもの

ニコニコ超会議風景
幕張メッセで開催された「ニコニコ超会議
2022」に大学として初めて出展。「超体育の
授業 by 芝浦工業大学」として「HADO」の
体験会やデモンストレーションを実施した

プレイヤーはヘッドマウントディスプレイとアー
ムセンサを装着。ヘッドマウントディスプレイ
は、装着時に周囲が視認できるよう設計され
ている

HADO 実施風景　３名のチームで戦う「HADO」。チーム内の役割分担や
戦術、それに基づく各人の能力設定も試合の鍵となる
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卒業生の「今」

安全・的確な施工管理で、新建築に挑む

杉本 直樹さん

高さ 600m を超える東京スカイツリー® や東京2020大会競泳競技会場となった東京アクアティクスセンターなど、最新技
術を駆使した大型建造物の施工管理を経て、現在は高輪ゲートウェイ駅前エリアの開発に携わる杉本直樹さん。「新しい建
物に挑戦するのが楽しい」という杉本さんに、現在の取り組みと、建築という仕事の未来像について聞いた。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

株式会社大林組　品川駅北開発
３街区工事事務所所長

● 
品
川
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で 

都
市
計
画
の
一
翼
を
担
う

　
２
０
２
０
年
３
月
に
暫
定
開
業
し
た
Ｊ
Ｒ

山
手
線
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
に
降
り
立
つ

と
、
目
の
前
に
品
川
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

工
事
現
場
が
広
が
る
。
１
９
８
５
年
に
建
築

学
科
を
卒
業
し
た
杉
本
直
樹
さ
ん
は
、
１
街

区
か
ら
４
街
区
ま
で
あ
る
こ
の
開
発
エ
リ
ア

の
３
街
区
工
事
事
務
所
の
所
長
と
し
て
、
３

街
区
全
体
の
施
工
管
理
を
担
当
。
発
注
者
、

設
計
者
、
官
公
庁
職
員
、
工
事
担
当
者
、
関

係
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
調
整
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
地
下
5
階
、
地
上
31
階
の
高
層

ビ
ル
の
建
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
品
川
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
品
川
駅
か

ら
田
町
駅
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
の
敷
地
と
芝
浦
港

南
地
区
や
高
輪
地
区
な
ど
の
周
辺
地
域
を

つ
な
ぎ
、
駅
と
街
が
一
体
と
な
っ
た
都
市

空
間
を
形
成
す
る
大
型
都
市
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
２
４
年
度
に
は
文
化
施

設
と
杉
本
さ
ん
が
担
当
す
る
ビ
ル
を
含
む

４
棟
の
高
層
ビ
ル
が
完
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
各
街
区
の
低
層
階
は
商
業
施
設
、
高
層

階
は
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
と
な
り
、
地
域
活
性
化
、
防
災
対
策

の
拠
点
に
な
る
と
と
も
に
、
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
の
交
流
拠
点
の
役
割
も
果
た
す
予
定
だ
。

●  

ね
じ
れ
て
上
昇
す
る
タ
ワ
ー
や 

未
知
の
高
さ
の
電
波
塔
に
挑
戦

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
物
を
作
る
の
が
好
き

で
、
中
学
生
く
ら
い
か
ら
建
物
を
建
て
た
い

と
考
え
て
い
た
」
と
言
う
杉
本
さ
ん
は
、
建

築
学
科
卒
業
後
大
林
組
に
入
社
。
日
本
の
も

の
づ
く
り
が
元
気
な
時
代
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
型
建
築
物
の
施
工
に
携
わ
っ
て
い
く
。

　
「
新
技
術
は
過
去
の
基
礎
研
究
の
応
用
。

こ
れ
ま
で
の
技
術
の
蓄
積
の
上
に
新
し
い
工

法
を
足
し
て
、
毎
回
、
新
し
い
建
物
を
作
っ

て
い
く
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
杉
本
さ
ん
だ

が
、
06
年
に
担
当
し
た
名
古
屋
の
「
モ
ー
ド

学
園
ス
パ
イ
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
」
の
建
築
は
勝

手
が
違
っ
た
。
３
棟
の
ウ
イ
ン
グ
が
ス
パ
イ

ラ
ル
状
に
ね
じ
れ
て
上
昇
し
て
い
く
独
特
の

デ
ザ
イ
ン
の
た
め
、
斜
め
の
鉄
骨
柱
の
上
に

斜
め
の
鉄
骨
柱
を
積
み
重
ね
る
こ
と
と
な

り
、鉄
骨
工
事
の
精
度
管
理
が
難
し
か
っ
た
。

「
ね
じ
れ
」
を
生
み
出
す
工
法
に
神
経
を
使

い
な
が
ら
も
、
施
工
時
解
析
に
沿
っ
た
数
値

が
確
認
で
き
た
こ
と
で
、
改
め
て
施
工
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
正
確
さ
に
驚
き
、「
日

本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
力
は
す
ご
い
と

感
心
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
次
に
杉
本
さ
ん
が
携
わ
っ
た
の
が
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
」
だ
。
垂
直
に
積
み
上
げ

て
い
く
の
は
他
の
高
層
ビ
ル
と
同
じ
だ
が
、

６
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
塔
の
建
設
は

「
未
知
へ
の
挑
戦
」
だ
っ
た
。
施
工
計
画
や

工
法
に
つ
い
て
は
本
店
技
術
部
門
と
工
事
事

務
所
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
っ
た
が
、
そ
れ

を
き
ち
ん
と
実
施
工
と
し
て
細
部
ま
で
検
証

し
現
実
化
さ
せ
る
こ
と
も
施
工
管
理
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
る
杉
本
さ
ん
の
役
割
だ
。

　

実
際
に
現
場
に
出
て
み
る
と
、
地
上

と
の
気
温
差
、
風
の
強
さ
、
揚
重
（
資

材
・
機
材
な
ど
を
引
き
上
げ
る
こ
と
）
に

費
や
す
時
間
な
ど
、
高
さ
ゆ
え
の
困
難
が

あ
っ
た
。
杉
本
さ
ん
は
、
常
に
建
物
の
最

終
形
や
デ
ィ
テ
ー
ル
の
確
認
、
部
材
の
納

期
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
工
事
の
進
捗

状
況
全
体
を
把
握
し
、
安
全
面
に
も
配

慮
し
て
工
事
を
進
め
、
２
０
１
２
年
に

高
さ
６
３
４
m
の
電
波
塔
が
竣
工
し
た
。

●  

大
学
時
代
に
培
わ
れ
た 

「
あ
き
ら
め
な
い
」
強
さ

　
在
学
時
の
授
業
で
心
に
残
る
の
は
、「
即
日

設
計
だ
」
と
言
う
杉
本
さ
ん
。
週
１
回
、
朝

に
出
さ
れ
た
課
題
を
そ
の
日
の
う
ち
に
仕
上

げ
て
提
出
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。
年
に
数
回
、
数

日
の
期
間
を
与
え
ら
れ
て
大
き
な
設
計
課
題

に
取
り
組
む
と
き
も
、
ア
イ
デ
ア
が
出
な
い
、

時
間
が
な
い
と
あ
き
ら
め
ず
に
、
質
の
高
い

も
の
を
期
日
内
に
提
出
す
る
こ
と
を
自
分
に

課
し
た
。
こ
の
「
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い
う

精
神
は
、
現
在
の
仕
事
で
難
し
い
課
題
を
乗

り
越
え
る
と
き
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

●  

大
き
く
変
わ
る
建
築
の
現
場 

I
T
の
進
歩
に
よ
る
未
来
に
期
待

　
建
築
の
現
場
は
杉
本
さ
ん
の
若
い
頃
と
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
３
K
と
言
わ
れ

た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
働
き
方
改
革
関
連
法

に
よ
り
残
業
時
間
の
上
限
が
規
定
さ
れ
、
企

業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
も
高
ま
っ

て
、
長
時
間
労
働
は
是
正
さ
れ
て
い
る
。
業

務
の
機
械
化
も
進
み
、
体
へ
の
負
荷
も
減
っ

て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
の
進
歩
も
仕
事
の
効
率
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
い
ま
、
杉
本
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
の

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
３
次
元
の
建
物
の

デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
を
作
成
で
き
る「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」

だ
。
３
次
元
モ
デ
ル
に
は
デ
ザ
イ
ン
、構
造
、

設
備
、
コ
ス
ト
、
仕
上
げ
な
ど
の
情
報
が
含

ま
れ
る
の
で
、
映
像
を
見
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
杉
本
さ
ん
が
建
築
の
未
来

像
と
し
て
期
待
し
て
い
る
の
が
「
自
動
化
」

だ
。「
建
築
の
原
則
は
、
人
が
作
る
場
所
に

行
き
、
そ
こ
に
物
を
持
っ
て
行
っ
て
組
み
立

て
る
こ
と
だ
が
、
運
ぶ
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化

が
進
め
ば
、
現
場
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
る
だ
ろ

う
」
と
期
待
す
る
。
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
遠

隔
操
作
す
る
技
術
も
進
ん
で
お
り
、
今
後

は
座
標
軸
を
理
解
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
搭
載
ロ

ボ
ッ
ト
が
資
材
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
駆
使
し

て
運
ぶ
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
汎
用
化
が
進
む
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

が
応
用
さ
れ
る
建
築
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し

つ
つ
、
杉
本
さ
ん
は
「
よ
り
良
い
現
場
管
理
」

を
目
指
し
て
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
く
。

NAOKI Sugimoto

1985 年３月　建築学科卒業

高輪ゲートウェイ駅前で品川開発プロジェクトの全体像を説明する杉本さん

工事事務所で BIM モデル打ち合わせ（杉本さん中央）
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

芝
浦
工
業
大
学

理
工
系
分
野
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
へ

大
学
院
修
士
課
程
の
奨
学
金
に
も

女
子
枠
を
新
設

女
性
の
理
工
系
分
野
へ
の
進
出
増
加
を
願

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
3
月
8
日
の
「
国

際
女
性
デ
ー
」
に
合
わ
せ
た
広
告
を
出
稿
し

ま
し
た
。

ど
の
保
護
者
も
、
子
ど
も
の
進
路
に
つ
い

て
は
男
女
の
性
差
に
関
係
な
く
、
平
等
に
子

ど
も
自
身
の
意
思
を
尊
重
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、実
際
に
は
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
偏
見
）
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、「
女
は
文
系
。
男
は

理
系
。」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
に
よ
っ

て
議
論
を
生
み
、
改
め
て
多
様
性
を
考
え
る

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
狙
い
ま
し
た
。
そ

し
て
理
工
系
分
野
に
進
む
女
性
が
増
え
る
社

会
を
目
指
す
こ
と
を
広
く
表
明
し
ま
し
た
。

昨
年
9
月
に
発
表
し
た
女
子
の
学
部
入
学

者
向
け
奨
学
金
制
度
導
入
に
続
き
、
大
学
院

進
学
者
向
け
奨
学
金
に
も
女
子
枠
が
設
け
ら

れ
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
大
学
院
進
学
者

か
ら
学
科
推
薦
に
よ
る
成
績
優
秀
な
女
子
学

生
へ
、修
士
課
程
の
2
年
間
で
合
計
60
万（
年

間
30
万
）円
を
奨
学
金
と
し
て
給
付
し
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
大
学
院
修
士
課
程
に
関
わ
る

奨
学
金
制
度
全
体
を
一
新
し
、
給
付
対
象
者

を
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

奨
学
金
制
度
拡
充
に
よ
っ
て
女
子
学
生
の

理
工
系
進
学
を
支
援
し
、
さ
ら
に
は
大
学
院

進
学
率
全
体
の
底
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

2022年度　入学試験志願者数報告
芝浦工業大学　学部

芝
浦
工
業
大
学
×
国
際
女
性
デ
ー

「
女
子
が
多
い
工
科
系
大
学
」へ

設
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、女
子
学
生
比
率
30
％
以
上
を
目
指
す

一般入試 芝浦工業大学大学院 理工学研究科

芝浦工大附属中学高等学校

芝浦工大柏中学高等学校

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

機械工学科 95 2,993 3,241 92% 

機械機能工学科 95 1,985 1,762 113% 

材料工学科 87 1,487 1,434 104% 

応用化学科 88 2,450 2,285 107% 

電気工学科 90 2,050 1,995 103% 

電子工学科 90 2,096 2,193 96% 

情報通信工学科 87 2,232 2,601 86% 

情報工学科 92 3,818 4,018 95% 

土木工学科 87 1,256 1,299 97% 

工学部  計 811 20,367 20,828 98% 

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

電子情報システム学科 92 2,502 2,639 95% 

機械制御システム学科 75 1,479 1,460 101% 

環境システム学科 75 1,161 1,188 98% 

生命科学科  生命科学コース 46 1,233 1,118 110% 

生命科学科  生命医工学コース 45 1,022 1,002 102% 

数理科学科 57 1,454 1,322 110% 

システム理工学部  計 390 8,851 8,729  101%  

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

デザイン工学科 
（生産・プロダクトデザイン系） 70 1,438 1,456 99% 

デザイン工学科 
（ロボティクス・情報デザイン系） 70 1,346 1,516 89% 

デザイン工学部  計 140 2,784 2,972 94%  

学科 募集 志願者数 前年
志願者数 対前年比

建築学科 APコース
（先進的プロジェクトデザインコース） 22 1,015 738 138% 

建築学科 SAコース
（空間・建築デザインコース） 79 2,705 2,628 103% 

建築学科 UAコース
（都市・建築デザインコース） 79 2,144 2,176 99% 

建築学部  計 180  5,864 5,542 106%  

志願者数 前年志願者数 対前年比

総計 37,866 38,071 99% 

学科 入学定員 志願者数

電気電子情報工学専攻 110 178 

材料工学専攻 40 53 

応用化学専攻 30 40 

機械工学専攻 85 126 

システム理工学専攻 75 163 

国際理工学専攻 10 21 

社会基盤学専攻 25 22 

建築学専攻 110 170

理工学研究科 修士課程 計 485 773 

学科 入学定員 志願者数

地域環境システム専攻 12 5 

機能制御システム専攻 15 10 

理工学研究科 博士（後期）課程 計 27 15 

大学院 合計 512 788 

募集 志願者数

中学校 160 1,810 

高等学校 50 188 

募集 志願者数

中学校 180 2,503 

高等学校 120 1,264 

2022 年度学部一般入試では、多くの首都圏の大学で志
願者数減少が継続する中、本学では全体として 37,866
人と、前年度（38,071 人）とほぼ同数（前年比 99％）
の志願者を集めました。入試方式別では、「英語資格・
検定試験利用方式」の志願者が対前年比 126% と増加。
2 年前と比べると140％以上と、英語外部試験有資格者
の増加がうかがえます。また大学入学共通テスト利用方
式（後期）も前年度比 130％となり、ここ 2 年で志願者
が倍増しているなど、国公立大学の併願校として本学を
受験する者が増加したと考えられます。

※志願者数は一般入試の人数。

※ 募集のうち大学入学共通テスト利用方式（後期）については、学部単位での募集
のため上記募集数には含まれない。

19 18



芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

２
０
２
４
年
４
月
、
工
学
部
が
学
科
制
か
ら
課
程
制
へ
の
移
行
を
計
画

駅
伝
部
専
用
学
生
寮
「
白
亜
寮
」
の
竣
工
式
を
挙
行

柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
で
き
る
課
程

制
へ
の
移
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
工
学
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
科
制
か
ら
、
よ
り
多
様
で

工
学
部
に
は
９
学
科
１
課
程
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
課
程
制
導
入
に
よ
り

課
程
の
下
に
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
「
６
課

程
・
９
コ
ー
ス
」
へ
と
移
行
し
ま
す
。

課
程
制
で
は
、
主
コ
ー
ス
の
専
門
分
野
に

加
え
、
分
野
横
断
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
副
コ
ー
ス
制
」
を
導
入

す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
、
４
年
次
か
ら
着

手
し
て
い
た
卒
業
研
究
を
、
３
年
次
か
ら
研

究
室
に
所
属
し
て
早
期
に
着
手
し
ま
す
。
課

程
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
社
会
や
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
学
び
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
動
車
産
業
に
お
い
て
は
、
主
に

機
械
工
学
技
術
に
よ
っ
て
自
動
車
が
生
産
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
Ｅ
Ｖ
や
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｓ
（
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
）
な
ど

自
動
車
の
電
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

電
子
化
が
進
む
中
で
、
基
盤
と
な
る
機
械
工

学
に
加
え
、
電
気
・
電
子
工
学
や
情
報
工
学

の
知
識
・
技
術
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
ひ
と

つ
に
特
化
し
た
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、
幅

広
い
専
門
知
識
が
必
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
副
コ
ー
ス
制
」
の
採
用
や
３
年
次
か
ら

の
卒
業
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

多
岐
に
わ
た
る
ス
キ
ル
を
持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
あ
る
特
定
の
産

業
に
限
ら
ず
、
社
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
広
く
工
学
的
な
立
場
か
ら
解
決

で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

※
設
置
計
画
は
現
在
構
想
中
で
あ
り
、
内

容
が
今
後
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

箱
根
駅
伝
予
選
会
20
位
以
内
。
白
亜
寮
の
恵

ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
、
勉
学
と
陸
上
生

活
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
生
活
し
、
覚
悟
を

持
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
駅
伝
部
学
生
は
３
月
末
か
ら
引
っ
越

し
を
開
始
し
、
４
月
か
ら
白
亜
寮
で
の
活
動

が
本
学
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

本
学
は
創
立
１
０
０
周
年
と
な
る

２
０
２
７
年
ま
で
に
チ
ー
ム
で
の
箱
根
駅
伝

本
選
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
箱
根
駅
伝
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、
学
生

が
勉
学
・
練
習
の
両
面
に
専
念
で
き
る
施
設

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
３
月
８
日
に
駅
伝
部
専
用
学

生
寮
「
白
亜
寮
」
の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

竣
工
式
に
は
、
本
学
関
係
者
お
よ
び
設
計
、

施
工
関
係
者
約
35
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

白
亜
寮
は
、
３
階
建
て
で
監
督
・
コ
ー
チ
・

選
手
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
大
浴
場
、

食
堂
な
ど
を
完
備
し
た
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
弓
道
場
に
近
接
し

た
エ
リ
ア
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
白
亜
寮
と

い
う
名
称
は
、校
歌
の
歌
詞
「
白
亜
（
は
く
あ
）

の
殿
堂
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

竣
工
式
で
は
、
主
将
の
立
崎
さ
ん
（
デ
ザ

イ
ン
工
学
科
４
年
）
が
「
今
年
の
目
標
は
、

芝
浦
工
業
大
学

課程制キービジュアル

竣工した白亜寮

主将の立崎哲大さん
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芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
の
芝
浦
工

業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校
の
校
長
に
、
前

毎
日
新
聞
社 

中
根
正
義
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
任
期
は
25
年
３
月
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

中
根
新
校
長
は
千
葉
大
学
教
育
学
部
を

卒
業
後
、
87
年
に
毎
日
新
聞
社
に
入
社
。

以
来
、「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
編
集
部
編
集

次
長
や
教
育
事
業
室
（
大
学
担
当
）
部
長

昨
年
12
月
15
日
に
計
測
自
動
制
御
学

会
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部

門
R
T
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
附
属
中
学
・
高
校

か
ら
、
3
チ
ー
ム
19
名
が
参
加
。
学
業

や
部
活
動
に
励
む
傍
ら
、
デ
ザ
イ
ン
工

学
部
佐
々
木
毅
准
教
授
指
導
の
下
、
動

画
制
作
や
論
文
作
成
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
に
取
り
組
み
、
見
事
全
チ
ー
ム

が
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
自
動
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
消
し
」
を

発
案
し
た
亀
井
達
朗
さ
ん
は
、「
授
業

中
、
先
生
が
白
板
を
消
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
大
変
そ
う
だ
な
、
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
設

計
担
当
の
良
知
航
星
さ
ん
は
、「
確
実
に

動
く
こ
と
」
を
目
指
し
て
製
作
し
、
美

術
室
の
白
板
に
大
き
な
作
品
が
輝
き
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
「
自
動

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
機
能
付
き
の
ハ
ン
ド

ド
ラ
イ
ヤ
ー
」
を
開
発
し
た
チ
ー
ム
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
記
者
と
し
て
教
育

畑
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

柏
中
学
高
等
学
校
は
、建
学
の
精
神『
創

造
性
の
開
発
と
個
性
の
発
揮
』
に
の
っ
と

り
、〈
創
造
性
の
教
育
〉〈
主
体
性
の
教
育
〉

〈
生
き
る
力
の
教
育
〉〈
感
性
の
教
育
〉〈
健

康
と
安
全
の
教
育
〉
の
５
つ
の
方
針
を
掲

げ
、
生
徒
の
自
己
実
現
を
支
え
る
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
に
は
文

部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
に
再
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
根
新
校
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高

度
情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
と
し
て
評
価
が
高
い
芝
浦
工
業

大
学
の
、
併
設
校
と
し
て
の
伝
統
と
実
績

を
生
か
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
、自
ら
『
問
い
』

を
立
て
、
豊
か
な
感
性
で
好
奇
心
を
持
っ

て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
を
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

会
議
で
聴
覚
障
が
い
者
を
助
け
る
シ

ス
テ
ム
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
は
、
最
優

秀
賞
を
含
む
多
数
の
賞
を
受
賞
。
発
案

者
の
束
田
繁
洸
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
み
ん

な
で
考
え
た
ア
イ
デ
ア
に
は
自
信
が
あ

り
ま
し
た
。
勉
強
を
始
め
た
ば
か
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
実
際
に
機
能
し
た

と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
今
回

の
経
験
を
生
か
し
て
、
ほ
か
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
も
参
加
し
て
み
た
い
で
す
」
と

笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

担
当
の
横
山
浩
司
教
諭
（
数
学
科
）、

山
岡
佳
代
教
諭
（
美
術
科
）
は
「
生
徒

た
ち
は
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
。
す
で
に

次
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
」

と
頼
も
し
そ
う
に
見
つ
め
ま
し
た
。

ム
は
す
で
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た
須

田
晃
弘
さ
ん
は
、「
全
国
大
会
は
、
自
分

た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
形
と
し
て

見
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
」
と
話
し
ま
す
。

後
輩
の
河
野
響
さ
ん
は
、「
次
こ
そ
は
新

機
体
で
勝
負
し
た
い
。
日
本
一
に
な
っ

て
、
世
界
大
会
に
行
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。
顧
問
の
松
本
研

太
教
諭
は
、「
彼
ら
は
実
力
の
あ
る
チ
ー

ム
。
国
内
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
ぜ

ひ
世
界
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
、
期

待
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
4

日
間
、愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ

プ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
2
0
2
1
あ

い
ち
で
、
大
会
に
参
加
し
た
電
子
技
術

研
究
部
の
チ
ー
ム
「O

i_DENGIKEN

」

4
名
が
、
総
合
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
の
は
、
サ
ッ

カ
ー
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
部
門
。
ボ
ー
ル

が
放
つ
赤
外
線
を
感
知
し
、
機
体
自
身

が
ボ
ー
ル
の
位
置
を
特
定
。
事
前
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
動
き
で
得
点
を

狙
い
ま
す
。
大
会
に
向
け
て
、
い
ま
ま

で
の
改
良
点
を
す
べ
て
つ
ぎ
込
ん
だ
新

機
体
を
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
日

に
故
障
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
古
い
機

体
で
の
対
戦
と
な
り
、
思
う
よ
う
な
試

合
展
開
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
チ
ー
ム
こ
だ
わ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ポ

ス
タ
ー
と
、
英
語
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
高
評
価
を
得
ら
れ
、
見
事
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

年
明
け
に
行
わ
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
関
東
2
位
の
成
績
を

収
め
る
な
ど
、全
国
大
会
に
向
け
て
チ
ー

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
２
０
２
１
あ
い
ち
で
総
合
３
位
入
賞

新
校
長
に
前 

毎
日
新
聞
社 

中
根
正
義
氏
が
就
任

R
T
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
、
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左から　良知さん、亀井さん、須山莉於さん、
須山怜於さん、束田さん（受賞時 中学 3 年生）。
後ろは受賞した「自動ホワイトボード消し」

左から　檜垣葵さん（中 3）、須田晃弘さん（高 3）、
見崎成さん（高 1）、鈴木智大さん（高 3）、
河野響さん（高 1）（それぞれ受賞時の学年）

1987年3月  千葉大学教育学部 卒業

1987年4月  株式会社毎日新聞社入社

2006年4月  サンデー毎日編集部編集次長

2015年4月  教育事業本部大学センター長 兼 編集編成局編集委員

2018年4月  公益財団法人 大学基準協会異議申立審査会委員

2019年4月  ビジネス開発本部教育事業室部長委員 兼  
編集編成局編集委員

2021年4月  パートナーリレーションズセンター部長委員  
兼 教育事業室（大学担当）兼 デジタルメディア局 兼  
編成編集局

2020年4月～21年3月  独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構 
国立大学教育研究評価委員会専門委員

2020年10月～現在  学校法人芝浦工業大学 評議員

2021年10月～現在 実践女子大学 学長特別補佐

中根 正義（なかね　まさよし）

芝浦工業大学柏中学高等学校　新校長
1963 年生まれ 59 歳　岐阜県出身

経歴
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